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我が国において科学者（自然科学のみならず人文・社会科学を含む。）が得る研究資金には、 

① 文部科学省の科学研究費など各省の研究費制度による国の研究費（これによる研究を 

「第一カテゴリーの研究」と呼ぶ。） 

② 産学共同研究や委託研究など産業界の支援（これによる研究を「第二カテゴリーの研究」

と呼ぶ。） 

がある。 

これらによる研究は出資者の意向に沿うことが義務づけられており、しかも、我が国においては、

特に、すぐ役に立つ成果が求められている。また、「第一カテゴリーの研究」はこれまでの科学の

展開の中で確立されてきた分野を中心に助成がなされ、「第二カテゴリーの研究」は明確な目的を

達成するために、実証された科学の成果を用いることが多い。このため、研究は所定の枠内でしか

行えず、この枠から外れた「純粋な好奇心」に基づく研究（第三カテゴリーの研究）は研究費を獲

得できない現状がある。 

しかし、人類にとっての普遍で不変の財宝である科学の知識体系は「純粋な好奇心」によって生

み出されてきたものであることを考えると、これら「第三カテゴリーの研究」の助成をすることが

極めて重要である。 

①、②とは異なる研究資金として助成財団による研究助成がある。これは、財団の設立趣旨に則

った助成であり、①と類似している。しかし、大枠は決まっていても財団が固有の思想をもって自

律的に課題を定めて助成するケースがある点が、①とは大きく異なる。つまり、助成財団は第三カ

テゴリーの研究が大枠で財団の設立趣旨に則っていれば、その研究に対し助成できる余地がありそ

うである。そこで、助成財団等の関係者によって組織された「協力助成計画会議準備会」では、助

成財団による新しい助成の仕組みをつくるための検討を続けてきた。 

「第三のカテゴリー研究の種」については、公益財団法人日本学術協力財団に設置された「科学

と社会研究会」において発掘する努力を行ってきた。これまでの検討により、その候補としては、 

 

（1）「近代発展規範（民主主義・市場原理・科学的論理思考）の揺らぎの本質の解明 

―近代社会規範の再構築を求めて―」 

（2）「科学・技術が関与する課題解決の活動サイクルが進展するための組織構築の在り方を探る： 

認知症を対象として」 

（3）「Physiological Birthへの影響に関する学際的研究」 



（4）「西洋中心の近代科学の進展と多様性のある世界との関係」 

（5）「生物学と経済学の統合」 

 

などが挙がっている。 

これらの候補は、現段階では科学研究費や研究助成財団の研究費の応募できるレベルまで具体化

されていないものが多い。このため、日本学術協力財団では、３か年計画で「種」の候補について

課題探索研究を行い、本格研究として研究助成に応募できるレベルまで具体化させることを目的と

する「第三のカテゴリー研究の種を発掘するための調査研究」プロジェクトを実施している。 

 

令和３年度活動計画 

令和２度においては、（1）及び（2）について課題探索研究を行ってきたが、新型コロナウイル

ス感染の影響から、当初想定していたスケジュールに沿った研究の遂行が困難となり、次年度への

繰越しを行わざるをえない状況となった。 

このため、令和３年度においては、繰越した２件に加え、新たに(3)～(5)を加えた計５件につい

て課題探索研究を行い、本格研究としての応募に向けた「種の発掘」を行うこととする。 

 

Ⅰ 前年度からの繰越し課題 

（１）近代発展規範（民主主義・市場原理・科学的論理思考）の揺らぎの本質の解明 

：近代社会規範の再構築を求めて 

代表者 黒田昌裕（慶應義塾大学名誉教授） 

繰越し額 1,524,982円 

 

（２）科学・技術が関与する課題解決の活動サイクルが進展するための組織構築の在り方を探る 

：認知症を対象として 

代表者 狩野光伸（岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科教授） 

繰越し額 829,740円 

 

Ⅱ 新規課題 

（１）Physiological Birthへの影響に関する学際的研究：Fetal michrochimerismとつわりとの 

関連性を探索するためのデルファイ調査（フェーズ 1） 

代表者 新福洋子（広島大学大学院医学研究科教授） 

研究概要 「出産によってどういった変化が女性の中で起こっているのか、出産とは、そ

もそもどういうものなのか」を深める科学（Birth Science：誕生/出生科学）を医

学的・助産学的にすすめるためには、どのような Birth Scienceが必要か。日本国

内での学際的なフォーカスグループディスカッションから始め、精査を行い、方法



を組立て、フェーズ 2の生物学的研究につなげる。 

所要経費 100万円 

 

（２）西洋中心の近代科学の進展と多様性のある世界との関係 

代表者 大竹暁（東京大学未来ビジョン研究センター客員研究員） 

研究概要 近代科学も民主主義も西欧文化に源を発し、世界に共有されると期待されてき

たが、ともに過去 150年に移入、特に第二次世界大戦後に顕著に取り入れた日本で

の例を参照しつつ、その考え方が引き続き成立するか、そのためにどのような変革

が必要かについて、研究する。 

所要経費 100万円 

 

（３）生物学と経済学の統合 

代表者 岩崎 渉（東京大学大学院新領域創成科学研究科教授） 

研究概要 生物学も経済学も、各々が自由に行動し、機能しているが、そのなかに秩序は

ある。両者は非常に似ている。我々がまだ気付いていない、生物学と経済学が繋が

るような法則があるのではないか。人類の将来につながる未知の法則を探る。 

所要経費 100万円 

 

令和 3年度 新規調査研究費  概算合計 300万円 

 

 

※協力助成計画会議準備会とは 

「科学と社会研究会」から、前記第三カテゴリーの研究テーマに至る前の段階で、その種を見出

すための調査研究「課題探索研究」、言い換えれば、種を本格研究として研究助成に応募できるレ

ベルまで具体化させることを目的とする「第三のカテゴリー研究の種を発掘するための調査研究」

が極めて重要であることについて問題提起がなされた。 

その重要性に鑑み、種探しの調査研究に対する資金的な支援を行う方法、および種を見出した後

に本格研究として研究助成に応募していく流れについて、助成財団等の関係者(研究助成財団懇談

会の幹事５財団)によって組織された「協力助成計画会議準備会」ではその仕組みについて検討を

続けてきている。 


